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2021 年版刊行に当たって

　従来，コンクリート構造物はメンテナンスフリーと考えられ，構造物が劣化した場合に
は事後保全型の維持管理で十分に対応してきた。しかし，現在では高度成長期に建設され
た多くの構造物への対応が必要となり，また，社会の少子高齢化とともに経済的に余裕が
少なく，長寿命化などが求められている。そして，社会の変化に対応すべく維持管理にか
かわる技術者には，補修・補強に関する技術とともに設計技術や施工技術を含む広範囲で
高度な専門的な知識・技術が要求され，さらに倫理観などの資質も求められている。
　このような社会的背景があり，コンクリート診断士制度が 2001 年に日本コンクリート
工学協会（現 公益社団法人日本コンクリート工学会，JCI）で発足した。最近では国交省
の民間資格の技術者資格登録制度の実施など，維持管理に関する資格制度が脚光を浴びて
きている。その結果，コンクリート構造物の維持管理にかかわる技術者，とくにコンクリー
ト診断士などの重要性が世の中で認められるようになり，2016 年 2 月にコンクリート診
断士は技術者資格登録制度でコンクリート橋，鋼橋，トンネルおよびシェッド・大型カル
バートなどの道路土工構造物の点検・診断業務の担当技術者として登録され従来に増して
注目されている。
　コンクリート診断士には，上記のように広範囲で高度な知識が求められ，本資格の受験
者には「わかりやすく，理解しやすい参考書」が必要となり，この求めに応えるために本
書は企画・発刊された。その内容は，①「はじめに」で受験要項，出題傾向他，②�Ⅰの「四
肢択一式問題講座」では，補修・補強に対して必要な基礎知識，理解度を深める例題他，
③�Ⅱの「記述式問題講座」では，記述式問題の基礎および解答のコツを例題で，④�Ⅲの
「四肢択一式問題厳選 101 問」では，選ばれた練習問題で総仕上げするように構成している。
とくに，②ではこれまでの出題箇所を青字で表記して示し，受験準備の便宜を図った。
　本書に掲載している問題は，時間がたっても使える，すなわち，基本に焦点を当て選定
したので，これらの問題を十分に理解しておけば応用力も養われ，多少ひねった問題が出
題されても解けるように工夫している。最近の傾向として，構造力学に関する知識を求め
る問題が増える傾向がでてきたことから，出題傾向を考慮した改訂，厳選問題の入れ替え
と追加，記述式問題について「どのような受験準備が必要か」という観点での見直しを行
い年度版とした。さらに，計算問題の苦手な受験者のために計算問題をなるべくわかりや
すく解けるように「コンクリート診断士受験のための計算・構造問題攻略講座 第 3版」
を発刊した。
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　2020 年度の診断士試験は，コロナ禍の影響で昨年 12 月に実施され，2021 年度は 10 月
に実施予定である。この影響で本書の出版も少し遅くなった。2021 年版の発刊に当たり
本書を利用される読者が合格により近づくための有効な利用方法について記しておくので
参考にしていただきたい。まず，Ⅰの「四肢択一式問題講座」では，①�基本的な知識を
インプットするために「はじめに」でこれまでの出題傾向について確認し，②�Ⅰの「四
肢択一式問題講座」にあまり時間をかけずに目を通し，このときわからない箇所にマーク
をしておく。つぎに，③�Ⅲの「四肢択一式問題厳選 101 問」を解いてみる。解答を確認し，
よく理解できた問題（各問の設問，各問 4つの選択肢がある）には「OKマーク」をつけ，
間違えた問題には「チェック」をし，ヒントを参考に理解を確実にする。これらのトライ
を少しでもよいので毎日実行していただきたい。2回目は，チェックマークを入れた問題
を解く。そして，全ての問題に「OKマーク」が付くまで何度か繰返し行う。さらに，最
近では「より深い知識」を問う設問が増えており，とくに劣化のメカニズムなどの正確な
理解や構造の基礎知識が求められている。これに対応した準備として必要に応じて「コン
クリート診断技術（JCI 発行）」や「コンクリート標準示方書（土木学会発行）」等のさら
に深い理解が求められる。
　記述式問題では，2019 年度から問題 Bのみとなったことに合わせて 2020 年度版では，
記述式問題については内容を刷新し，新たな手法として「構成メモ」とその利用法を例題
で示した。
　記述式問題の解答においては，①自分の手で書く練習をすることが最重要で，②本書に
もあるように構成メモから短文作成の練習をする，とくにどのメモから解答を構成するの
かについての練習が重要である。本方法を用いて多くの問題を練習しておけば記述式問題
については十分に対応できると考える。ただし，本書のⅠ編のそれぞれの事項について最
低限の知識を有していることが条件であることを忘れてはならない。知識がなければ原因
推定や対策検討しようにも何も始まらない。
　今後とも，本書をコンクリート診断士受験のよきパートナーとして活用していただき，
少しでも受験準備のお役に立ち，合格に一歩でも近づいていただければ著者として幸いで
ある。
　最後に，本書をまとめるにあたり，日本コンクリート工学会のご厚意により多くの過去
の出題問題の転載を許可していただいたことに対して厚くお礼申し上げ，さらに本書の構
成他に対して適切なアドバイスを頂いた技報堂出版の担当者の方々にもお礼申し上げる。

　2021 年 2 月

著　　　者　
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　「コンクリート診断士」資格は，2001 年度に社団法人日本コンクリート工学協会（現，
公益社団法人日本コンクリート工学会，以下，日本コンクリート工学会）により創設され
たもので，コンクリート構造物の診断や維持管理に関する幅広い知識を持った技術者を養
成し，社会に貢献することを目的にしたものである。

コンクリート診断士（診断士という）は，日本コンクリート工学会が実施する講習を受
講し，さらに試験によって相応のレベルのコンクリート診断 ･維持管理の知識 ･技術なら
びに倫理観を保有していると認定され，登録した方に与えられる称号である。またその能
力を維持・向上させるために定期的な研修の受講を求められる。法に定められたものでは
ないが，公的機関でも認められ，一部では，工事発注の要件に挙げられるほど診断士に対
する評価は高まっている。
これまでのコンクリート関連の資格が，新設構造物に使用するコンクリートの設計 ･製

造 ･施工に主として関わってきたのに対して，診断士は蓄積されている膨大な既存コンク
リート構造物を対象とするところに特徴がある。診断士は , その活動によって社会的にも
認められ，また国土交通省の技術者資格登録制度においてコンクリート橋，鋼橋，トンネ
ルおよびシェッド・大型カルバートなどの道路土工構造物の「点検・診断業務」（計 8区分）
の担当技術者として登録され，多くの分野で活躍の場が広がっている。

コンクリート診断士試験を受験できるのは，2021 年 5 月 1 日において，次ページの表
のA�または B�の一つに該当し，かつコンクリート診断士講習 eラーニングを受講した者
である。当然ながら，診断士は，高いモラル・職業倫理を有し，コンクリートに関する知
識・経験を十分持っていることが前提となる。

■コンクリート診断士とは？（「2021年度コンクリート診断士講習eラーニングおよび試験のご案内」より作成）

■コンクリート診断士はどんな制度？

はじめに
　※�　内容は変更となる場合がありますので，必ず日本コンクリート工学会の試験案内をご確認下さい。
（http://www.jci-net.or.jp/j/exam/shindan/index.html）

　　�　また，コンクリート診断士試験の出題傾向の最新版を技報堂出版のホームページよりご覧いただ
くことができます。（http://gihodobooks.jp/data/preview/jci_shindan.pdf）

■受験資格
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はじめに

コンクリート診断士試験受験のための手続きは，下図の通りである。2020 年度の試験
より講習会が「eラーニング」に変更になっているので注意を要する。詳細は，「2021 年
度コンクリート診断士講習 eラーニングおよび試験のご案内」を参照されたい。

2021年度コンクリート診断士受験資格

資格または学歴
コンクリート技術関係業
務注 1) の実務必要経験年数

コンクリート診断士
講習

A

コンクリート主任技士，コンクリート技士
一級建築士
技術士（建設部門，農業部門 – 農業土木）
特別上級・上級・1 級土木技術者（土木
学会）
RCCM（鋼構造およびコンクリート）
 （建設コンサルタンツ協会）
コンクリート構造診断士
（プレストレストコンクリート工学会）

いずれかを登録してい
ること 実務経歴の記入およ

び勤務先の証明など
は不要

1.  コンクリート診断
士講習の受講が必
須

　 講習受講修了証は
2年間有効

2.  2020 年 度 コ ン ク
リート診断士講習
会 修 了 者 は 2021
年度の受講は免除

3.  2019 年 度 以 前 の
コンクリート診断
士講習会受講者は
再度受講が必要

一級土木施工管理技士または
一級建築施工管理技士

監理技術者資格者証を
有すること

B

大学
高等専門学校（専攻科）

コンクリート技術に関する
科目を履修した卒業者注 2） 4 年以上注 3)

短期大学
高等専門学校

コンクリート技術に関する
科目を履修した卒業者注 2） 6 年以上

高等学校 コンクリート技術に関する
科目を履修した卒業者注 2） 8 年以上

注 1）　 コンクリート技術関係業務：レディーミクストコンクリート・コンクリート製品の製造，コンクリートの品質管理・
施工管理，コンクリートの設計ならびに試験・研究等に関する業務をいう。

注 2）　 コンクリート技術に関する科目（コンクリート工学，土木材料学，建築材料学，セメント化学，無機材料工学，等）
注 3）　 大学院でコンクリートに関する研究を行った人は，その期間を実務経験とみなすが，この場合実務経歴書に研究テー

マの記入と，大学院の修了証明書が必要である。
＊　 受験資格Ａで受験する場合は，登録証・登録証明書などのコピーが必要である。受験資格Ｂで受験する場合は，卒業

証明書およびコンクリート技術に関する科目の履修（成績または単位取得）証明書が必要である。また，実務経歴の
証明に，勤務先の押印（公印）および勤務先の事業主または所属長の記名が必要である。

■イベントスケジュール

eラーニング
講習受講申し込み 

4月20日(火)～5月31日(月) eラーニング受講

受験申込み

コンクリート
診断士試験受験 

10月31日(日)

12月末予定 合格発表

登録

6月1日(火)～7月30日(金)

2020年度講習会修了者

2021年1月12日(火)～
2021年3月15日(月)
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（1）　構造性能の評価
　構造性能の評価は，できるだけ定量的に行わなければならないが，構造物に対する要求
性能の違いなどを十分に考慮して評価する必要がある。2013年制定のコンクリート標準
示方書［維持管理編］では，評価方法として表–4.44の方法を挙げている。

（2）　構造性能の判定
◦ 構造性能の判定：維持管理限界を考慮して適切に行い，対策の要否，対策の選定に反
映する。
◦ 対策の要否の判定：構造性能の評価結果，性能予測結果，維持管理限界を比較して決
定する。
◦ 構造性能の評価：構造性能に関する将来予測は難しいので，定期点検の継続，性能評価・
判定の精度を向上させる。

（3）　評価・判定方法の選定
◦ 構造物の種類，要求性能，調査結果の信頼性を考慮して最適な方法を選定する必要が
ある。
◦ 構造性能評価には（1）の表–4.44で示した方法がある。

4.15　構造性能

4.15.1　概　要

表–4.43　補修・補強の基本的な考え方 12）

被害等級 補修・補強の基本的な考え方 

Ⅰ級 －

Ⅱ級 仕上げ部分を補修など

Ⅲ級 かぶりコンクリートの補修（ひび割れ補修，表面被覆他）

Ⅳ級 かぶりコンクリートの取替えおよび補強他

Ⅴ級 補強，取替え，増設 

表–4.44　構造性能の評価方法 1）

評価方法 適用条件

構造物の外観上のグレードによる方法 定量的に評価する方法がない場合や評価式の精度が十分でな
い場合，必要なデータが得られていない場合に適用する。

設計での性能評価式による方法 点検で得られたデータに基づいて設定された条件で，RC 理論
をもちいて評価する。構造物などの状況を評価式の条件と比
較し，工学的に条件を満足するかの確認が必要である。

非線形有限要素解析法による方法 構造物等の応答値や限界値の算定や性能評価に適用する。


